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Ⅰ 目的 
発育期の児童生徒の骨量測定を通し，骨粗鬆症予防教育における骨量の意義について認識させることは、
発育期の骨量獲得を促し、結果として老年期における骨粗鬆症の一次予防に寄与すると考えられ、児童生徒
の健康教育充実のために極めて重要なことである。これまで、児童生徒の骨量測定を実施し、その結果を児童
生徒にフィードバックし、骨量に対する関心を高めながら日常における健康行動実施を促してきた。今回は，中
学生の骨量測定値と児童生徒の骨量に対する認知度、牛乳摂取量との関係について検討を行ったので報告
する。 
 
Ⅱ 方法 
１  骨量測定 
(財)ちば県民予防財団の協力を得て，平成 18 年度，19 年度に千葉県内の公立中学校の男子 72 名，女子
70 名の計 142 名を対象に，超音波骨評価装置（アロカ社製；AOS-100）を用いて，右踵骨部分の骨量を測定し
た。 
２  生活状況調査 
平成 18 年と 19 年に続けて 2 回測定した中学校 3 年生を対象に，平成 20 年 9 月に，自分の骨量について
の意識調査，カルシウム摂取状況や運動経験の有無についてのアンケート調査を行い，その関連について検
討した。 
なお，カルシウム摂取状況は，調査日から前 1 週間について，牛乳摂取量は ml で集計し，ヨーグルトは 100
ml カップを 1 単位とし，チーズは 10 グラムを 1 単位として記入してもらった。 
３ 統計学的検討 
統計ソフト Statcel２を用いて，骨量とそれに関する興味意識，牛乳の摂取量，BMI との相関について検討を
した。また骨量のパラメータとして，音響的骨評価値（osteo sono-assessment index：OSI）を使用した。 
 
Ⅲ 結 果 
１ 牛乳摂取量 
 男子の 1 週間の牛乳摂取量は，1,000ml～2,000ml が
1 番多く，次に多かったのが 2,000ml～3,000ml であった。
女子の半数以上は，1,000ml～2,000ml であった。 
２ 測定値と認知度の関係 
 男子では，自分の骨量を知っている生徒は，骨量が高い
群が高い群よりも有意に高かった（図 1）。女子では，有意
な差は見られなかった。 
＊ 
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３ 測定値と牛乳摂取の関係 
  男女とも，１週間に 1,000ml～2,000ml の牛乳を 
飲む生徒が一番多かった。 
男子では，牛乳を飲む量に比例して骨量測定値
が有意に高い結果であった（図 2）。 
女子では，牛乳を飲む量と測定値に有意な相関
が見られなかった。 
４ 骨量の認知と努力の関係 
  男子では，自分の骨量を認知している生徒が，
骨量を増やすための努力をしているという結果が得
られた。女子では，自分の測定値に興味を持ってい
る生徒が，骨量を高めるための努力をしているとの結
果が得られた。 
５ 骨量への興味（関心）と骨量の関係 
  男女とも，１，２年時は同年齢の平均値以下であっ
たが，３年になると平均値を上回っていた。また，自分
の骨量に興味のない生徒より，興味のある生徒の骨
量が高い傾向にあった(図3)。 
女子では，骨量を高めるために努力をしていると申告
した群が，していない群に比べ，骨量の増加がみられ
た。男子では，その相関はみられなかった。 
 
Ⅳ 考察 
  今回の調査において，1 週間に飲む牛乳の量は，男女とも 1,000ml～2,000ml が一番多かった。 
男子では，骨量の高い生徒に自分の測定値を知っている割合が高かった。さらに，牛乳を多く飲んでいる生徒
の骨量が有意に高い結果を得た。このことは以前，私たちが行った横断調査において，中学生の男子では，牛
乳を飲まない群より飲む群が有意に高い結果と同じであった。 
  骨量を高めるための努力は，男子は自分の測定値を知っている，女子では自分の骨量に興味を持っている
生徒にみられるという結果を得た。 
 
Ⅴ まとめ 
成長期における骨粗鬆症予防教育は，高齢社会をたくましく生き，人生の QOL(Quality of  Life)を獲得
する上で，ますます重要になってきている。今回の検討結果は、生徒が実際に骨量を測定し，その結果を知
ることで，自分の骨について感心を持ち，骨量を高めようと努力することに極めて有効であることが示してい
る。今後も長期的に骨量の測定をとおして，中学生が骨粗鬆症予防について関心を持たせ，骨量を高める
ための健康教育を推進していくことが重要である。 
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＜図3＞ 骨量の増加と興味との関係 
